議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）

日　時　平成24年8月1日(水)

午前10時～午前11 時12分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　丹羽茂雄、副委員長　水野とみ子、
　　　　委員

すえ規代、青山直道、正木祥豊、原田秀俊
じんの和子、川合保生、　　

副議長　加藤和男、
議会事務局長、同局長補佐、同専門員
１　あいさつ
　　副議長

２　議題

（1） 先進地調査について
ア  先進事例の検討及び時期の調製
（委員長）
　先進地調査の日程及び行先を決めたいがどうか。
・平成24年10月16（火）、17日（水）でどうか。

・神奈川県湯河原町議会が条例内容しっかりしておりよい。

・伊賀市議会もよい。

・三重県議会もよいが、県と市では比較にならない。

・議会基本条例検討特別委員会等を設置し、十分な検討を行い、条例を制定している
所がよい。
（結論）
　先進地調査は、平成24年10月16日（火）、17日（水）とし、神奈川県湯河原町議
会ほか一か所とし、正副委員長に一任、なお、８月７日（火）までに候補地があれ
ば委員長または事務局に申し出る。
（2） 議会基本条例の検討について

（議会事務局）
　栗山町議会、伊賀市議会、日進市議会、取手市議会の基本条例構成比較資料につい
て説明。
　　　（委員）

　　　・「議会と行政の関係」、「自由討議の保障」「委員会の活動」は、重視して長久手市
議会基本条例に取り入れるべきと思う。
・市民と議会の関係をはっきりさせる必要がある。また、議会での議論を議会報告会
等で報告することが大事である。長久手市議会議員政治倫理条例があるので、議員
の政治倫理の部分は必要ないのではないか。自治基本条例との整合性も必要である。
　　　・「前文」、「総則（目的）（基本理念）」、「市民と議会との関係」は必要である。また、
「議員の身分・待遇、政治倫理」について取手市議会にはないが、入れるべきかど
うか検討が必要である。
・通年議会や反問権も入れてほしい。
　　　・たたき台を作成して明文化して検討してはどうか。
　　　・どのような議会基本条例にしたいか、大枠のイメージを議員間で共有しなくては

いけない。

　　　 （副委員長）
　　　　議会基本条例を制定することに対して、有識者から話を聞く研修会を設けてはど　　　　
うか。

　　　 （委員）

　　　・本市の独自性をどのように表現するかが重要である。その他細かい部分は他自治体
の基本条例に載っている。早くたたき台となるひな形を作成するべきである。
　　　・条例は、理解しやすい表現にすべきである。
　　　・議員が本当に勉強した上で議論すべきである。
　　　 （委員長）
　　　　研修等を通じて全議員同じレベルでスタートすることについてはどうか。
　　　 （委員）

　　　・過去に２市１町議員研修で栗山町議会事務局長の講演があり、資料をもう一度読み
直し、検討をはじめてはどうか。

・その研修の栗山町議会事務局長の講演記録をもらいたい。

・議会基本条例については、インターネットで検索できる。研修を受けるより、前提
条件として各自勉強すべきである。
　　　・長久手市議会の議会改革について進んでいることと、遅れていることを整理して、
現状を理解した上で進めるべきである。また、「市民と議会の関係」で市民参加を入
れるとなると、市民との関わりも必要となる。例えば、議会報告会で議会基本条例
について市民に説明をして関わりを持ってはどうか。
・先進地調査の際には、市民との関わりについて聞いてくる必要がある。

　　　 （結論）
　　　　長久手市議会として今までにどのような議会改革を行ってきたかを次回の委員会ま
でにまとめる。また、先進地調査先の議会基本条例を用意し、事前学習をする。

平成21年２市１町議員研修会の栗山町議会事務局長の講演録も用意する。
それらの資料及び、今回配布した議会基本条例構成比較資料を中心に、各委員から
具体的、詳細な意見を聞く。
次回の議会基本条例検討特別委員会は、平成24年10月９日（火）午前10時から　　　　
とする。






